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１．諸言 

 社会基盤構造物の健全度を保持するためには適切な補強対策を効果的に行うことが必要と考えられる．そう

いった補強対策の中で既設部に補強材を付加する方法として，増厚工法，巻立て工法，接着工法などがあげら

れる 1)．これらの補強対策では既設部と補強材との接合部の挙動を充分に把握して補強効果を充分に発揮する

設計を行う必要がある．ここで補強対策として接着工法に着目し，補強対象として橋梁を想定すると，接着接

合部には静的な荷重負荷の他に交通振動を主とする繰返し負荷が作用するので，接着接合部の評価としては静

的な特性と疲労特性が必要になる 2)．本研究では，補強材として UFCパネルを用いた場合を想定し，UFCパ

ネルと鋼材との接着による接合部の静的な特性評価を検討したもので，その結果を疲労特性の評価条件に活 

用することも目的とした． 

２．検討方法 

2.1 考え方：本検討では接着長さや接着厚さなどの接合条件と接合強度の関係に着目して，特に接着剤の静的

なせん断強度について考える．供用時の耐久性に関わる特性の考慮は別途行う 3)． 

2.2 評価方法：UFCパネルの接着接合性をUFCパネル接着面での凝集破壊としたせん断力で評価するために，

図 1 のような鋼材と UFC パネルの接着による二重重ね合せ継手 4)の構成により静的引張試験を行った．接

着長さ Lは 30,50,80,120mm の 4 水準，接着厚さ tは 0.2,2.0,5.0mm の 3 水準とした．              

2.3 接合材料：鋼材と UFCパネルの接着には無機フィラー入りのアクリル系接着剤を用いた．表 1 に本接着

剤の接着強度を示す．表 1より鋼材(SPCC)の接着におけるせん断強度 5)は UFCパネルの接着におけるせん

断強度より大きいことから，図 1 の試験で接着接合部が破壊する場合は UFCパネル側の接着面が破壊する

ことが予想される．また，接着剤の最大伸びは 30%であった． 

３．検討結果  

3.1 接着接合部による荷重伝達の確認：継手長さ 120mm のときの鋼材と UFCパネルの接合部付近のひずみ分

布を調べた結果を図 2に示す．これより，接合部を介した荷重伝達が行われていること，接着厚さが 0.2～

5.0mm の範囲では荷重伝達への接着厚さの影響はあまりみられないこと，がわかった． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  図 1 試験に用いた二重重ね合せ継手の構成        図 2 継手における鋼，UFCパネルのひずみ 

  キーワード：接着接合，UFC パネル，アクリル系接着剤，せん断力，凝集破壊，接着厚さ，接着長さ 

  連絡先：電気化学工業株式会社イノベーションセンター特混町田研究センター 〒194-8560 町田市旭町 3-5-1 

試験条件 -10℃ 20℃ 50℃ 

鋼材と鋼材の引張せん断

強度(N/mm2) 
 9.5 － 

UFC パネルと UFC パネル 

の圧縮せん断強度(N/mm2) 
11.1 5.5 1.5 
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3.2 継手強度と破壊の起点：図 3に試験後の継手の破壊状況を示す．継手強度の破壊パターンは，接着部が破

壊して継手強度に至る場合，接着端部の破壊とほぼ同時に UFCパネルの接合端部の破壊が起こる場合，UFC

パネルの接合端部から破壊が始まり継手強度に至る場合，の 3パターンであった．破壊の起点が接着剤の場

合と UFCパネルの場合に分けて，それぞれの破壊時の応力を算出した結果を図 4に示す．UFCパネルが破

壊の起点となる場合は UFCの継手端部の引張応力 ftが 10N/mm2を越える場合，また接着剤が破壊の起点と

なる場合は ftが10N/mm2を越えない範囲で接着剤端部の発生応力が接着強度を越える場合であることがわか

る．このとき，接着剤のせん断強度は図 4より 4～7N/mm2であるが，これは表 1の UFCパネル同士の圧縮

せん断強度の結果とほぼ同等の結果である． 

3.3 接着長さと継手強度：継手強度が接着剤のせん断強度で決まる場合の継手長さと UFC パネルの引張強度

で決まる場合の継手長さが等しくなるとき，その継手長さ LBは UFCパネルの厚さ tcと UFCパネルの引張

強度 fUFC，接着剤のせん断強度 τにより次式で表される. 

                                          (式 1) 

図 4，図 5の結果より，fUFCの平均値は 11.3N/mm2，τの平均値は 5.4N/mm2なので，tc=30mm の場合は LB=62.8mm

と求まる．一方，図 5 は接着長さと継手破壊時の接着剤応力の関係を示したもので，これより LB は 50mm

から 80mm の間であることがわかり，式 1 の適用が妥当性であることがわかった．また，式 1 に表 1 の結果

を当てはめると，環境温度が高いときは τ が小さいので LBは大きくなり，環境温度が低いときは τ が大き

いので LBが小さくなることが推測できる． 

４．結言 

 UFC パネルと鋼の二重重ね合せ継手の実験により接着接合部の強度評価を行った結果，接合部評価は継手構

成の影響を受けるので接着長さの設定が重要であることがわかり，また，その接着長さの算出方法を示した． 
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図 4 破壊時の接着部応力と補強材引張応力 図 5 接着長さと破壊時の接着部応力 
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図 3 継手の破壊状況 
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